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大雪に備えた除雪体制強化のための事前準備への取組み 
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１．はじめに  

当社は、中日本高速道路株式会社（以下、「ＮＥＸＣＯ中

日本」という）の名古屋支社が管理する、愛知県を中心とし

た、岐阜県、三重県、滋賀県及び長野県を通過する１３路

線、９４７.５ｋｍの区間における維持修繕業務を１０の事

業所で担っている。 

２０２０年１２月には、大雪により関越自動車道で２,０

００台を超える大規模な立ち往生が発生し、車両の移動お

よび通行止め解除に２日以上を要し社会的に大きな影響を

与えたことを受け、２０２１年度には人命を最優先に、幹

線道路上で大規模な車両滞留を徹底的に回避するため、大

雪により予防的通行止めを実施し、集中除雪による早期通

行止めの解除が求められている。 

そのような状況下であるため、当社における大雪に備え

た除雪体制の強化は、お客様の生活や経済活動を維持する

ために重要な業務であると考えている。 

本論では、雪氷対策作業に備えるべく実施している技能

力向上のための実車やシミュレーターを使用した訓練や、

必要な除雪車両や作業員等の応援派遣を実施するにあたっ

て実施した体制強化の取組みについて報告するものである。 

 

２．課題 

2.1 特殊車両操作のための技能力の継承 

近年、雪氷作業従事者の高齢化や建設業労働者の減少に

よる担い手不足は顕著であり当社においても対象区間を管

理する中で、その影響は非常に大きい。既に５０歳以上の

雪氷作業従事者は４７％を占め、６１歳以上の従事者は増

加傾向にある。反して３０歳以下の従事者は減少傾向にあ

る。（図１） 

そのような中で、雪氷作業の経験の浅い作業従事者に対

する技能力の向上は喫緊の課題となっている。 

特に、雪氷作業で使用する車両にはスノープラウを装着

した特殊な車両もあり、運転には高い操作技能と車両感覚

の習得や長年の経験の積み重ねが重要である。 

 

 

図１ 雪氷作業従事者の年齢構成割合 

 

2.2 相互応援派遣時の体制構築 

雪氷対策作業を実施する中で、大雪の緊急時には、管

内・管外相互に協力できるよう、必要な除雪車両や作業員

等の応援派遣体制を構築している。 

過去５年間の雪氷対策車両の応援への派遣車両台数は７

４１台にも及び、応援派遣の必要性は上昇傾向にある。

（図２） 

よって、相互の応援派遣が円滑に進むよう、予め連絡体

制・作業体制・派遣先の受入体制などを構築しておく必要

がある。 

 

図２ 過去５年間の雪氷応援派遣結果 

 

2.3 雪氷車両の整備 

ＮＥＸＣＯ中日本管内において、雪氷期外の稼働頻度が

少ないことから、初稼働時に車両及び架装装置に故障が多

発した。このため雪氷期間中の故障の低減を目的として、

稼働期前に当社で負荷試験を実施するとともに、車両管理
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元の中日本高速オートサービス株式会社による故障部位の

発見と部品交換・修理を行って、雪氷車両の故障削減を実

現している。 

しかしながら、車両の使用頻度、塩害による車両の損傷、

点検・洗車方法等が事業所により隔たりがあり、適切な車

両取扱いが出来ていない事例も見受けられた。 

それに起因した事象として故障頻度が増加傾向にあるケ

ースもあった。 

 

３．課題を踏まえた取組みと効果 

3.1 訓練計画 

前年度までに行ってきた訓練での成果と、各訓練での作

業員の方たちからのアンケートの結果からは、今後も訓練

内容が現場で活用できるという高評価を受ける一方で、訓

練の内容がマンネリ気味になる部分も見受けられるという

評価もいただいてきた。例年行ってきた訓練に加え新たな

訓練も取り入れていくように以下の項目の視点から訓練の

計画を立案した。 

（１）サステイナブルなオペレーターの技能継承のための、 

オペレーター訓練 

（２）大雪時の応援派遣を受ける場合のスムーズな体制構

築のための、グループ会社間での事前確認 

（３）初稼働時での故障が起き難くするための、雪氷車両

の整備 

（４）事故事例等を参考にした、新たな訓練プログラムの

追加 

 

3.2 特殊車両操作のための高度な操作技能の継承に向け

た取組み 

①雪氷車両実技訓練 

愛知県トラック協会の総合訓練センターの大型自動車専

用教習所コースをお借りし実施しているものである。 

２０２１年度の訓練では雪氷対策作業の初心者や経験が

浅い作業従事者を対象に研修を実施し、８７名が参加した。 

 

①-1．雪氷車両の実技実習 

この訓練では雪氷車両を持ち込み、ベテラン運転手が助

手席に同乗し、雪氷車両でコース内を走行するものであ

る。梯団走行訓練（写真１）、車幅感覚の習得訓練（写真

２）などを実施し、プラウの操作や実走の感覚を養うこと

ができる。 

また、トラック運転での事故の傾向として発生率が高い

右左折時の巻き込み事故、後退時での衝突事故など死角で

の事故を想定した安全運転操作など、新たな訓練を取り入

れて、初心者や経験が浅い作業従事者だけではなく、ベテ

ラン運転手も運転への慣れや注意不足の再確認ができる。 

 

写真１ 雪氷車両実技実習の様子（梯団走行訓練） 

 

写真２ 雪氷車両実技実習の様子（車幅、後退訓練） 

 

①-2．センター教官による実技指導 

トラック協会の大型車を用いて、センターの教官が運転

適性を診断するものである。各人の運転技能をテストし、

運転技能・安全運転について確認指導をしていただくこと

により、大型車を運転する際の注意すべき点を知ることが

できる。（写真３）  

 

写真３ センター教官による実技実習の様子 

 

①-3．機器による運転適性診断 

ＣＲＴシミュレーター機器を使用し、①反応動作の速さ 

②適度な精神緊張の維持 ③動作の確かさ見込反応 ④注

意配分・認知注意の集中分散 ⑤状況処理の巧みさ を診

断するものである。これによって運転の癖などを客観的に

確認することができる。（写真４） 

 

運転席：作業員 助手席：教官 

にて運転実技指導 

コーンを配置した車幅・後退訓練 

梯団走行訓練 
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写真４ 機器による運転適性診断の様子 

 

さらに、センターの講師による講演の他、今年度はオー

トサービスによるチェーン着脱訓練・雪氷車両の点検方法

等についての講習を実施する予定である。 

 

 昨年度の訓練後のアンケートの結果では、今後現場作業

に活用できるかという問いに対し、活用できると回答した

人は訓練に参加した人の８１％に上った。 

 

②雪氷車両シミュレーター訓練 

除雪車両のオペレーターを効率的に育成するため、ＮＥ

ＸＣＯ中日本と当社が共同で開発した除雪車シミュレータ

ーを活用し、技能力の向上を図っていくものである。（写真

５） 

初心者や運転経験の浅い者を重点的に実施し、２０２１

年度の訓練では６２名が参加した。 

訓練後のアンケートでは、運転席の振動や操作性、本線、

ランプの再現性などよく表現されていると概ね好評であっ

た。 

 
写真５ 雪氷車両シミュレーター訓練の様子 

 

③ロータリー除雪車 実作業訓練 

地区によってはロータリー除雪車の使用頻度が少なく、

習熟した作業従事者が少ない。従って東海北陸自動車道ひ

るがの高原下りサービスエリアの雪捨て場にて、ロータリ

ー除雪車を使用した除雪訓練を実施している。 

この訓練では、経験の浅い作業従事者へ、ロータリー除

雪車を運転する上での注意事項や除雪作業の注意点を、実

雪・実車で訓練(投雪排雪・積込運搬排雪)することができ

るため、即座に技能力の向上が期待できる。（写真６） 

 

写真６ ロータリー除雪車 実作業訓練の様子 

 

3.3 相互応援派遣時の体制構築のための取組み 

 次章では、他社との調整が必要となる管外派遣の体制構

築のための取組みについて記す。 

 

⑴．ＮＥＸＣＯ中日本グループ会社間の事前調整 

ＮＥＸＣＯ中日本では管内の維持修繕業務をグループ会

社４社で実施している。中央自動車道を主として管轄する

中日本ハイウェイ・メンテナンス中央株式会社、東名高速

道路を主として管轄する中日本ハイウェイ・メンテナンス

東名株式会社、北陸自動車道を主として管轄する中日本ハ

イウェイ・メンテナンス北陸株式会社が設置されている。  

毎年この4社による雪氷応援者会議を実施し、車両等の

応援派遣対応の基本的な考え方、各社の雪氷対策作業の取

組み、コロナ対策状況など応援派遣時の対応について、意

見交換・意思統一を図っている。（写真７） 

 

写真７ メンテ４社雪氷応援担当者会議の様子 

 

⑵応援派遣事前説明会 

 ＮＥＸＣＯ中日本グループ会社間での応援派遣先の相互

事前確認として、あらかじめ作業内容や走行コースなどを、

実際のコースを回走し、反転路・危険（注意）箇所等を確認

している。（写真８）（図３） 

 

ＣＲＴシミュレーター機器 

実車と同じ部品（ハンドル・ 

座席・操作盤など）を使用 

実雪を使用したロータリー除雪車訓練 
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写真８ 応援派遣事前説明会の様子 

図３ 雪氷対策作業 概要書 

 

⑶中部緊急防災隊 排雪作業応援支援事前説明会 

 大雪により高速道路の通行止めが予想され且つ除雪・排

雪作業が必要と判断された場合は、日本道路建設業協会中

部支部が組織する中部緊急防災隊に応援支援要請を行い、

ＮＥＸＣＯ中日本と調整後、当社が主動的に排雪用車両の

調達を実施し、現場で指揮・監督を行っている。排雪作業を

要請した際に、円滑な現場作業が行えるように、事前に各

都道府県の担当会社に当該路線での作業区間、待機場所、

反転路、排雪場所等について説明を、前年度の応援派遣の

結果を踏まえた効率的な応援実施のための事前調整を毎年

雪氷期前に実施している。（写真９） 

 

写真９ 排雪作業応援支援事前説明会の様子 

 

3.4 雪氷車両の整備のための取組み 

車両管理を専門的に担当するＮＥＸＣＯ中日本グループ

会社の中日本高速オートサービス株式会社から、車両整備

の専門技術者を招請し、各事業所の整備補助管理者を対象

に講習を実施している。 

車両管理・車両に関する注意事項（ＤＰＦマフラー等）、

日常点検、稼働前点検（負荷試験）について講義して頂くと

ともに、実車を用いた講習を実施している。（写真１０） 

 

写真１０ 負荷試験講習の様子 

 

４．おわりに  

本論では、雪氷対策作業に備える技能訓練・体制の事前

確認の取組みについて紹介した。 

雪氷作業従事者に限らず、必要な人材を安定的に確保す

ることは長期的な課題であり、作業従事者が働きやすい環

境を整えるためにも、今まで培ってきた技能の伝承及び、

新たな人材育成に繋がる訓練は今後も積極的に実施してい

きたい。 

また、訓練や事前確認を実施することにより、雪氷対策

期間中の事故を減らし、作業従事者やお客様にとって安全

な高速道路空間を提供できるよう、今後も本論で述べた取

り組みとさらなる改善に努めていきたい。 


